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内
長
尼
は
建
治
四
年
の
春
「
氏
榊
詣
で
の
つ
い
で
」
と
て
身
延
の
御
草
庵
を
訪
れ
、
室
副
か
ら
本
来
を
誤
る
も
の
と
し
て
迫
ひ
返
さ
れ

た
有
名
主
老
尼
で
る
る
。

然
し
そ
の
俗
姓
に
つ
い
て
は
、
古
来
異
説
粉
々
「
孜
異
」
の
如
き
は
「
一
老
尼
不
詳
何
人
也
」
と
匙
を
投
げ
て
ゐ
る
。

が
然
し
五
日
人
は
仮
令
、
最
後
に
玉
っ
て
匙
乞
投
げ
る
と
し
℃
も
、
出
来
得
る
だ
け
そ
の
範
園
を
狭
め
て
見
た
い
と
忠
ふ
。

二
、
内
房
尼
入
信
の
時
と
因
縁

内
房
尼
の
入
信
の
時
を
知
る
確
質
た
ポ
イ
ン
ト
と
た
る
も
の
は
‘
や
は
り
三
樺
紗
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
身
延
詣
で
己
前
の
入
信
は
明

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
し
と
の
三
樺
紗
の
御
述
作
年
次
に
多
少
の
異
設
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
「
諦
目
」
及
び
「
境
目
」
は
弘
安
元
年
と
し
、
「
統
紀
」
は
拡
安

三
年
と
し
て
ゐ
る
。
今
且
く
「
遺
文
録
」
に
従
っ
て
建
治
凶
年
二
月
の
御
堂
月
と
見
た
。

『
又
内
長
ノ
御
事
ハ
御
年
ヨ
ラ
セ
給
ヒ
テ
御
ワ
グ
リ
ア
リ
シ
‘
痛
ハ
シ
ク
思
ヒ
マ
イ
ラ
セ
候
シ
カ
ド
モ
．
氏
紳
ヘ
マ
イ
リ
テ
ア
ル
ツ
イ
デ

ト
候
シ
カ
パ
、
見
参
－
一
入
ル
ナ
ラ
パ
定
メ
テ
罪
フ
カ
カ
ル
ベ
シ
・
共
故
ハ
榊
ハ
所
従
ナ
リ
法
華
経
ハ
主
震
ナ
リ
‘
所
従
ノ
ツ
イ
デ
－
一
主



君
へ
ノ
見
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ハ
世
間
ユ
モ
オ
ソ
レ
候
・
共
上
尼
ノ
御
身
一
一
ナ
り
給
ヒ
テ
ハ
マ
ヅ
悌
ヲ
サ
キ
ト
ス
ベ
シ
、
カ
タ
ガ
タ
ノ
御
ト
ガ
ア
リ
シ
カ

パ
見
参
セ
ズ
候
。
此
叉
尼
御
前
一
人
ニ
ハ
カ
ギ
ラ
ズ
、
共
外
ノ
人
々
モ
下
部
ノ
ユ

（
祖
泉
）
ノ
ツ
イ
デ
ト
巾
ス
者
ヲ
ア
マ
タ
遁
返
シ
テ

候
尼
御
前
ハ
親
ノ
ゴ
ト
ク
ノ
御
ト
シ
ナ
リ
、
御
ナ
ヂ
キ
イ
タ
ワ
シ
ク
候
シ
カ
ド
モ
、
此
義
ヲ
知
ラ
セ
マ
イ
ラ
セ
ン
タ
メ
ナ
リ
』
（
っ
き
さ

と。
既
に
こ
の
御
書
が
二
月
と
す
る
と
、
尼
の
身
延
参
詣
の
事
買
は
、
そ
れ
己
前
の
正
月
で
は
な
か
っ
た
と
思
ふ
、
若
し
然
ら
ぽ
氏
神
参
り

の
事
は
、
ズ
ツ
ト
軽
い
意
味
で
氏
子
と
し
て
の
正
月
の
棺
参
拝
で
、
宜
は
宗
祖
へ
の
年
同
の
挨
拶
が
主
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

で
、
・
な
け
れ
ば
内
房
か
ら
身
延
ま
で
八
里
の
遣
程
で
あ
る
か
ら
、
氏
一
脚
の
所
在
が
問
題
に
な
る
。

然
し
何
れ
に
し
て
も
、
尼
が
敬
神
奉
仰
の
人
で
あ
っ
た
事
は
明
か
で
、
而
も
尼
御
前
と
敬
梯
さ
て
れ
ゐ
る
点
か
ら
見
て
、
相
営
身
分
も

あ
っ
た
人
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
市
も
亦
『
共
上
尼
ノ
御
身
－
一
ナ
リ
給
ヒ
テ
ハ
』
と
あ
っ
て
、
『
榊
ハ
所
従
ナ
リ
法
華
経
ハ
主
計
ナ
リ
』

の
大
義
を
断
乎
と
し
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
所
か
ら
推
し
て
、
入
信
の
程
も
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

内
房
本
成
寺
の
「
寺
侍
」
に
依
る
と

『
正
嘉
二
年
駿
州
岩
本
質
相
寺
＝
趣
キ
支
ヒ
テ
：
：
：
逢
ニ
門
外
ユ
一
揖
出
セ
ラ
レ
玉
フ
、
愛
一
一
一
川
閑
庵
原
郡
内
房
殴
ト
イ
ヘ
ル
ハ
窪
尼
御

前
ノ
長
子
＝
シ
テ
、
岩
本
ノ
領
主
上
野
殿
ノ
郡
代
宵
ナ
リ
。
共
日
偶
一
人
ノ
族
併
－
一
合
見
共
筑
高
キ
威
容
ヲ
見
テ
、
意
哀
ヨ
レ
凡
侶
一
一

ア
ラ
ズ
ト
思
ヒ
供
奉
シ
テ
我
邸
二
師
ヘ
ル
ミ
果
セ
ル
哉
捜
一
二
重
夜
一
一
シ
テ
法
義
ヲ
聞
テ
師
依
信
伏
ス
』

と
、
記
し
て
ゐ
る
。

と
L
に
は
窪
尼
と
内
房
尼
を
同
一
人
と
し
て
扱
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
未
だ
岩
本
入
蔵
己
前
に
内
房
に
入
ら
れ
た
と
一
匹
ふ
他
の
詑
録

4L
見
・
な
い
、

の
み
な
ら
や
弐
下
に

内
一
跨
U
出
に
つ
い
て
の
一
考
察

ノL
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『
共
同
真
一
宮
寺
一
一
シ
テ
胎
鏡
ヰ
ザ
ト
イ
ヘ
ル
ア
可
、
住
持
ハ
同
ジ
ク
窪
尼
御
前
ノ
子
息
＝
シ
テ
、
共
兄
弟
モ
マ
グ
出
家
シ
一
ア
兄
ヲ
東
林
法
印

弟
ヲ
伸
像
法
印
ト
競
ス
、
等
シ
ク
員
一
一
一
口
ノ
奥
義
ヲ
極
メ
タ
ル
風
一
良
ナ
リ
シ
ガ
母
兄
ト
モ
ニ
既
一
一
高
岨
－
一
信
伏
セ
シ
ヲ
見
テ
憤
リ
－
一
端
ズ

屋
高
祖
－
一
詰
難
ヲ
試
ミ
タ
レ
ド
モ
選
三
詑
キ
破
ラ
レ
テ
法
弟
ト
ナ
ル
：
：
：
寺
蹴
ヲ
カ
ヘ
テ
長
遠
山
本
成
寺
ト
ナ
シ
』

ム
」
、
連
ぺ
て
ゐ
る
。

と
れ
を
「
本
成
寺
歴
代
相
承
」
に
検
し
て
見
る
と
、
兄
の
東
林
房
は
永
仁
元
年
七
月
十
三
日
四
十
九
歳
で
化
し
、
弟
の
伸
像
房
は
延
慶

三
年
八
月
朔
日
六
十
三
歳
で
退
化
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
と
れ
を
逆
算
す
る
と
正
嘉
二
年
は
、
賓
に
東
林
一
対
十
四
歳
、
悌
像
房
十
一
歳
と
な

る
。
如
何
に
天
分
に
恵
ま
れ
た
と
し
て
も
、
と
の
年
齢
に
し
て
真
言
の
曲
学
匠
と
は
背
け
な
い
。
且
つ
そ
の
後
の
救
線
に
も
名
が
見
え
な
い

の
は
不
審
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

そ
と
で
「
統
紀
」
を
見
る
と

『
叉
上
野
邑
主
族
＝
有
＝
内
房
ノ
阿
摩
一
。
居
晶
子
巷
原
郡
内
房
邑
一
、
別
z

築
＝
新
室
↓
介
勺
庄
司
入
道
ザ
態
懇
－
一
敬
作

t
高
組
不
拒
十
六
円
宿
パ

窓
2

・
阿
摩
喝
レ
誠
ヲ
轄
レ
抽
何
ヲ
饗
膳
器
内
，
美
突
』

と
云
っ
て
、
文
永
十
一
年
五
月
、
聖
組
身
延
御
入
山
の
向
り
の
結
縁
と
し
て
ゐ
る
。

「
年
譜
」
は
と
れ
を
受
け
て

『
十
六
日
強
＝
千
内
房
－
有
二
老
尼
一
供
健
』

ム
」
記
し
、
「
孜
具
」
は
認
め
て

『
内
房
在
一
一
庵
原
郡
司
共
地
後
人
建
寺
蹴
＝
長
選
山
本
成
寺
－
』

と
．
一
去
っ
て
ゐ
る
。



要
す
る
に
「
寺
傍
」
の
正
喜
二
年
入
信
設
は
‘
種
々
の
点
か
ら
受
賞
を
快
く
も
の
L
如
く
で
あ
る
。
恐
ら
く
身
延
御
入
山
の
時
に
敬
化

に
浴
し
、
後
に
尼
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

三
、
窪
尼
と
の

関

係

次
に
「
寺
侍
」
が
内
房
尼
と
同
一
人
と
し
て
扱
っ
て
ゐ
る
窪
尼
に
つ
い
て
考
詮
し
ゃ
う
。

窪
尼
が
頂
い
た
御
堂
百
と
し
て
現
存
す
る
も
の
に
前
後
七
通
あ
る
。
最
初
の
弘
安
元
年
五
月
の
御
堂
百
に
は

『
サ
テ
ハ
熱
原
ノ
事
‘

コ
ン
ド
ヲ
モ
ツ
テ
ヲ
ポ
シ
メ
セ
、
サ
キ
モ
虚
事
ナ
リ
：
：
：
佐
渡
ノ
園
－
一
一
ア
モ
、
ソ
一
フ
ミ
ヂ
ウ
ソ
（
虚
御
歌
書
）

ヲ
三
度
マ
デ
ッ
ク
リ
テ
候
シ
ゾ
』
（
一
、
七
二
六
〉

と
、
熟
原
法
難
や
佐
渡
三
度
の
宰
御
教
室
同
一
の
例
を
引
い
て

『
師
子
ノ
中
ノ
ム
シ
ノ
師
子
ヲ
食
ヒ
ウ
シ
ナ
フ
ヤ
ウ
て
守
殿
ノ
御
恩
－
一
テ
ス
グ
ル
人
人
ガ
、
守
殿
ノ
御
威
ヲ
カ
リ
テ
一
切
ノ
人
人
ヲ
ヲ

ド
シ
ナ
ヤ
マ
シ
ワ
ヅ
ラ
ハ
シ
候
ウ
コ
上
ノ
仰
ト
テ
法
華
経
ヲ
失
ヒ
テ
閤
モ
ヤ
プ
レ
、
主
ヲ
モ
失
フ
テ
、
返
ツ
テ
各
各
ガ
身
ヲ
ホ
ロ
ボ

サ
シ
ア
サ
マ
シ
サ
ヨ
』

と
、
時
宗
の
戚
を
借
る
家
人
共
を
難
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
更
に
同
年
の
六
月
二
十
七
日
に
は

『
世
ノ
中
＝
イ
カ
－
一
今
マ
デ
御
信
用
候
ケ
ル
不
思
議
サ
ョ
‘
根
フ
カ
ケ
レ
パ
葉
カ
レ
ズ
、
泉
支
ア
レ
パ
水
タ
ヱ
ズ
ト
申
ス
ヤ
ウ
エ
御
信
心

ノ
ネ
フ
カ
夕
、
ィ
サ
ギ
ヨ
キ
支
ノ
ウ
チ
＝
ワ
タ
ラ
セ
給
フ
欺
』

ハ
一
、
七
O
四）

ム
」
・
越
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

と
れ
等
A
U
御
文
か
ら
推
察
し
て
．
窪
尼
は
鈍
合
御
在
住
の
時
か
ら
の
入
信
で
あ
り
、
殊
に
時
宗
と
の
縁
者
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

内
房
尼
に
つ
い
て
の
一
考
察

A 
五
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「
極
書
詮
議
論
」
酬
は
既
に
「
時
宗
所
縁
の
人
か
」
と
一
再
っ
て
ゐ
る
。

然
し
弘
安
二
年
五
月
の
御
書
に
は

『
叉
御
心
ザ
シ
モ
ス
グ
レ
テ
候
、
サ
レ
パ
故
入
道
殿
モ
伸
＝
ナ
ラ
セ
給
フ
ベ
シ
。
叉
一
人
ヲ
ハ
ス
ル
姫
御
前
モ
イ
ノ
チ
ナ
ガ
ク
幸
モ
ア
リ

テ
、
サ
ル
人
ノ
娘
ナ
リ
ト
聞
ヱ
サ
セ
給
フ
ベ
シ
』

ハ
一
、
八
五

O
）

と
、
見
え
て
ゐ
る
か
ら
、
此
頃
は
一
人
の
娘
と
共
に
位
び
し
く
夫
の
伸
事
を
蹴
ん
で
ゐ
た
事
は
明
か
で
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
鎌
倉
で
相
営
身
分
の
あ
っ
た
人
の
妻
と
思
は
れ
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て
も
諸
偉
各
々
所
見
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

然
し
「
孜
異
」
が

『
持
妙
戒
披
也
以
レ
底
呼
L

之
日
＝
窪
尼
一
、
駿
州
富
士
郡
久
保
村
有
＝
尼
公
J

家↓』

と
云
っ
て
ゐ
る
如
く
‘
窪
の
持
妙
尼
た
る
事
は
大
体
間
連
ひ
が
な
い
。
放
に
内
房
に
住
む
内
長
尼
と
は
全
然
関
係
が
な
い
。

然
る
に
「
寺
倖
」
が
こ
れ
を
混
同
し
た
の
は
、
「
統
紀
」
が
「
内
房
窪
奏
者
上
野
豪
族
松
野
氏
ノ
妻
」
と
一
言
「
雪
山
」
（
担
持
続
開

蛾
炉
問
一
範
一
）
が
窪
尼
を
以
て
松
野
六
郎
左
衛
門
の
室
と
し
た
事
に
混
同
さ
れ
た
も
の
と
岡
山
ふ
。

問
、
内
房
女
房
と
の
関
係

内
房
尼
と
同
じ
く
駿
河
の
内
房
に
一
ん
で
、
弘
安
三
年
八
月
に
聖
一
粗
か
ら
直
接
御
警
を
頂
戴
し
た
人
に
、
内
長
女
房
が
あ
る
。

即
ち
「
内
房
女
房
御
返
事
」
に
は

『
内
房
ヨ
リ
ノ
御
消
息
－
一
云
夕
、
八
月
九
日
父
－
一
テ
候
シ
人
ノ
百
筒
日
ェ
相
営
リ
テ
候
、
御
布
施
ノ
料
二
十
貫
マ
イ
ラ
セ
候

J
ア
ナ
カ

シ
コ
／
＼
。
御
願
文
ノ
紙
－
一
云
ク
・
奉
山
一
弔
問
調
斗
妙
法
蓮
華
経
一
部
．
奉
主
調
諦
・
～
方
便
事
量
品
三
十
品
位
、
奉
副
議
諦
↓
自
我
偽
三
十
品
位
奉
叫



b
J
F
ギ

唱
妙
法
蓮
華
経
題
名
丘
寓
返
云
云
同
紙
三
勺
伏
メ
惟
ミ
レ
パ
先
考
幽
謹
生
存
ノ
之
時
、
弟
子
遁
Z
凌
＝
千
里
ノ
山
河
て
親
9

受
計
妙
法
ノ
題
名
↓
然
ん

後
チ
不
日
経
＝
三
十
日
↓
永
ク
告
さ
生
ノ
之
格
寸
等
云
一
国
・
：
・
：
又
云
グ
弘
安
三
年
女
弟
子
大
中
臣
氏
敬
白
等
ピ
乃
理
此
五
字
ハ
凡
夫
ヲ
悌
ト
ナ

ス
、
サ
レ
バ
過
去
ノ
慈
父
隼
霊
ハ
存
生
－
一
南
無
妙
法
蓮
華
経
ト
唱
ヘ
シ
カ
パ
即
身
成
働
ノ
人
也
』

（
一
、
九
七
一
〉

と
即
ち
内
長
女
房
は
亡
父
の
百
箇
日
迫
一
輔
の
布
施
と
し
て
金
十
貫
文
を
献
じ
‘
且
つ
願
文
を
添
へ
て
『
女
弟
子
大
中
臣
民
敬
白
』
と
云
ふ
。

布
施
の
料
、
並
に
願
文
の
内
容
に
よ
っ
て
凡
そ
身
分
と
救
護
の
卑
し
か
ら
ぬ
事
は
判
臨
出
来
る
。
而
も
亦
、
大
中
臣
氏
を
名
乗
る
以
上
紳

祇
に
閥
係
あ
る
事
は
一
足
ふ
ま
で
も
な
い
。

国
に
内
房
の
村
枇
千
限
神
世
門
捕
時
間
／
古
名
）
の
神
体
は
本
成
寺
か
ら
米
洞
し
た
首
婦
の
木
札
で
あ
る
向
。
又
宮
ノ
下
相
沼
に
瓶
先
以
来
浅
間
の
山
首
司

を
し
て
ゐ
る
家
が
あ
る
。
同
家
の
古
記
録
に
は
藤
原
朝
区
、
中
民
朝
民
館
干
の
詑
名
も
見
え
、
四
百
年
来
鈴
木
刑
都
大
夫
と
稀
し
て
ゐ
る
。

と
L
に
於
て
内
房
尼
と
内
房
女
房
の
特
殊
闘
係
が
考
へ
ら
れ
‘
「
聖
典
樹
林
」
は

『
内
長
尼
御
前
ト
ハ
母
子
ノ
闘
係
ナ
ル
ペ
ク
弘
安
三
年
卒
去
セ
ル
女
房
御
前
ノ
父
ハ
此
尼
御
前
ノ
夫
－
一
ハ
プ
ラ
ザ
ル
カ
』

〈
五
一
七
〉

と
云
っ
て
ゐ
る
。
若
し
然
ら
ぽ
尼
は
大
中
臣
氏
で
共
に
敬
紳
奉
備
の
人
で
る
っ
た
事
に
不
思
議
は
た
い
。
又
営
時
の
脅
慣
と
し
て
入
誼
及

び
尼
は
必
十
し
も
家
庭
生
活
を
離
れ
て
は
ゐ
な
い
か
ら
、
老
日
唱
の
夫
が
弘
安
三
年
四
月
に
寂
し
た
と
見
る
事
も
出
来
る
。
且
つ
聖
耐
の
慣

用
例
と
し
て
母
を
尼
と
呼
び
、
嫁
を
女
房
と
稿
せ
ら
・
札
た
事
か
ら
も
背
け
る
の
で
あ
る
。

そ
と
で
「
御
害
時
註
」
は
内
長
女
房
は
内
房
日
住
蹄
門
白
妻
で
、
三
樺
藤
弐
の
娘
だ
と
い
ひ
「
旭
堂
日
詮
義
論
」
は
‘
日
住
開
門
を
内
房

殿
と
し
て
妙
最
の
孫
、
日
源
の
兄
弟
だ
と
一
五
ふ
設
が
出
で
‘
故
島
智
艮
削
も
亦
、
妙
厳
b
L

内
長
女
房
の
父
と
し
．
尼
を
母
と
し
て
舎
過
を

試
み
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

内
房
厄
に
つ
い
て
の
一
考
察
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然
し
と
れ
等
は
要
す
る
に
内
耳
尼
と
内
長
女
房
‘
及
び
三
禅
肢
と
の
闘
係
づ
け
の
努
力
に
過
ぎ
な
い
。
結
局
「
孜
異
」
の
如
く
「
一
老

尼
不
詳
何
人
也
」
と
匙
を
投
げ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

豆
、
結

言

最
後
に
と
れ
を
綜
合
し
て
考
へ
る
と
き
‘
内
長
厄
は
内
長
女
房
と
母
子
、
或
は
姑
嫁
の
闘
係
で
共
に
大
中
臣
氏
と
し
て
、
敬
紳
奉
仰
の

人
と
見
る
事
が
出
来
ゃ
う
と
思
ふ
っ
而
し
て
「
御
書
略
註
」
が
内
一
民
女
房
を
三
樺
氏
の
娘
と
す
る
の
も
「
民
貨
偉
」
が
内
長
尼
を
三
樺
氏

の
伯
母
と
し
て
ゐ
る
の
も
‘
共
に
「
一
ニ
樺
紗
」
に
よ
っ
て
通
家
た
ら
ん
と
の
想
像
か
ら
と
思
は
れ
る
が
、
そ
の
袖
書
に

司
カ
ヘ
ス
ガ
ヘ
ス
駿
河
ノ
人
人
ミ
ナ
同
シ
御
心
ト
申
サ
セ
給
ヒ
候
へ
』

ハ
一
、
七

O
二）

と
あ
る
御
文
か
ら
拝
し
て
、
三
樺
氏
は
駿
河
一
固
の
蝿
頭
の
如
き
も
の
で
は
た
か
っ
た
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

又
諸
俸
に
多
く
尼
を
上
野
邑
主
族
と
し
、
松
野
ム
ハ
郎
左
衛
門
の
妻
と
し
て
ゐ
る
が
、
若
し
然
ら
ば
六
老
借
日
持
上
人
や
上
野
尼
の
母
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
。
が
然
し
そ
の
事
も
見
え
た
い
し
、
御
雪
の
上
か
ら
見
て
も
別
人
と
す
べ
き
で
る
ら
う
。

ー
昭
和
十
一
一
、
十
て
十
一

l



弘

安

三

年

四

月

死

一

｜

東

林

房

一l
夫
〈
内
房
女
房
ノ
父
）
一
｜
内
房
殿
日
住
開
門
i
l
l
l－一

一

l

一
三
湾
入
選
娘

T
T悌
像

房

「

内

房

尼

「

内

百

万

女

房

〈

大

中

臣

民

）

－

一
「
l
日

源

「寸一
松松呈
野野？？
殿六：
後郎え

言語
｜ 門ヅ

｜｜空
一「

日上松松

野支実
尼房郎

ヘ
文
永
建
治
ノ
交
愛
子
J

f

ヲ

失

ヒ

テ

入

信

」

（
南
保
兵
衛
七
郎
＝
一
嫁
ス
）

持

丈

永

一

二

平

死

一

｜

l
l女
（
石
川
新
兵
衛
－
一
一
蹴
ス
〉
（
輿
金
八
一
〉

一
｜
上
野
南
保
兵
衛
七
郎
｜
一
一

一

一

1
J
i南
保
七
郎
次
郎
時
光

「

上

野

尼

｜

一

二

一
「
上
野
女
房

「
｜
｜
同
七
郎
元
郎

弘
安
一
一
一
年
九
月
五
日
死
十
六
歳
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